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え
て

四

問
題
の
所
在

障
害
者
の
雇
用
保
障
お
よ
び
労
働
条
件
に
関
わ
る
現
行
法
制
上
の
問
題
点

障
害
者
雇
用
保
障
の
法
的
課
題

問
題
の
所
在

(
1
)
 

第
三
四
回
国
連
総
会
(
-
九
七
九
年
）
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
国
際
障
害
者
年
行
動
計
画
」
の
第
六
三
項
は
、
障
害
者

ヽ

d
i
s
a
b
i
l
i
t
i
e
s
)
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て

(
p
e
o
p
l
e
 w
i
t
h
 

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
障
害
者
は
、
そ
の
社
会
の
他

の
者
と
異
な
っ
た
ニ
ー
ズ
を
も
つ
特
別
な
集
団
と
考
え
る
べ
き
で
な
く
、
そ
の
通
常
の
人
間
的
な
ニ
ー
ズ
を
充
た
す
の
に
特
別
の
困
難
を
も

(
2
)
 

つ
普
通
の
市
民
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
」
で
あ
る
、
と
。
障
害
者
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
、
そ
の
障
害
の
原
因
•
特
質
・

障
害
者
の
雇
用
実
態
と
そ
の
問
題
点

目

次

山

田

障
害
者
雇
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
山

耕

六
九 造



の
障
害
の
ゆ
え
に
、

香
川
法
学

お
よ
び
程
度
の
い
か
ん
に
か
か
わ
り
な
く
‘

「
社
会
生
活
お
よ
び
彼
ら
か
生
活
す
る
地
域
社
会
の
発
展
に
完
全
に
参
加
し
、
社
会
経
済
の
発

(
3
)
 

展
の
結
果
た
る
生
活
向
上
の
平
等
な
分
配
を
受
け
、
他
の
市
民
と
同
等
の
生
活
を
享
受
す
る
権
利
」
を
、
当
然
に
享
受
し
う
る
も
の
と
い

(
4
)
 

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
障
害
者
全
体
に
た
い
す
る
国
連
史
上
初
の
権
利
宣
言
」
と
い
わ
れ
て
い
る
「
障
害
者
の
権
利
宜
言
」

(
5
)
 

(
D
e
c
r
a
l
a
t
i
o
n
 o
n
 t
h
e
 R
i
g
h
t
 
o
f
 D
i
s
a
b
l
e
d
 P
e
r
s
o
n
s
)

第
三
条
が
明
確
に
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

第
一
巻
第
一
号

こ
の
障
害
者
の
い
わ
ゆ
る
「
完
全
参
加
と
平
等
」

そ
の
前
提
と
し
て
、
社
会
、

(full 
p
a
r
t
i
c
i
p
a
t
i
o
n
 
a
n
d
 e
q
u
a
l
i
t
y
)
の
紘
佃
利
か
中
大
祖
況
さ
れ
る
た
め
に
は
‘

と
り
わ
け
国
家
に
よ
っ
て
、
社
会
の
一
般
的
な
物
理
的
環
境
、
社
会
・
保
健
事
業
、
教
育
と
労
働
の
機
会
、

(
6
)
 

ポ
ー
ツ
等
を
ふ
く
む
文
化
的
・
社
会
的
生
活
全
体
が
、
障
害
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
整
え
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
な

か
で
も
労
働
の
機
会
の
保
障
は
、
不
可
欠
の
前
提
条
件
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
け
だ
し
、
人
は
、
労
働
に
よ
っ
て
自
ら
と
そ
の
家
族
の
生
計

費
を
獲
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
す
る
な
か
で
、
自
ら
の
肉
体
的
・
精
神
的
能
力
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
社
会
と
の

共
同
・
連
帯
関
係
を
創
り
出
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
し
た
か
っ
て
、

社
会
生
活
お
よ
び
社
会
へ
の

か
か
る
重
要
な
意
義
を
内
包
す
る
労
慟
の
機
会
を
、
そ

こ
れ
ま
で
社
会
生
活
上
様
々
の
不
利
益
を
被
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
障
害
者
に
保
障
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の

(
7
)
 

「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
実
現
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
‘
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
の
工
業
化
さ
れ
た
社
会
に
あ
っ
て
労
働
の
機
会
の
保
障
と
い
う
問
題
を
考
え
る
と
ぎ
、
通
常
そ
れ
は
、
雇
用
保
障
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
各
国
で
は
、
右
に
み
た
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
す
べ
て
の
障
害
者
に
対
す
る
雇
用
保
障
の
実
現
を

(
8
)
 

め
ざ
し
て
、
積
極
的
か
つ
多
様
な
雇
用
施
策
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
わ
が
国
に
お
い
て
も
、

一
九
六

0
年
の
身
体
障
害
者
雇
用
促
進

(
9
)
 

法
制
定
以
後
、
よ
う
や
く
障
害
者
の
雇
用
促
進
が
国
の
施
策
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
、
種
々
の
措
置
か
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

`
O
)
 

既
に
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
わ
が
国
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
措
置
は
、
諸
外
国
の
そ
れ
と
比
べ
て
み

た
と
き
、
ま
だ
決
し
て
十
分
な
も
の
と
は
な
り
得
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
、
現
在
わ
が
国

七
〇

ス



障
害
者
雇
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
山

(
l
)
 
国
連
総
会
決
議
3
4
/
1
5
4

の
障
害
者
雇
用
の
実
態
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
障
害
者
の
団
体
が
、
政
府
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
障
害
者

(11) 

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
積
極
的
か
つ
多
様
な
燿
用
施
策
を
進
め
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
今
後
、

た
め
に
、

国
際
障
害
者
年
(
-
九
八
一
年
）

わ
が
国
の
障
害
者
雇
用
保
障
施
策
を
真
に
す
べ
て
の
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
も
の
に
し
て
ゆ
く

わ
れ
わ
れ
が
当
面
な
す
べ
ぎ
課
題
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
前
述
の

の
目
標
の
実
行
と
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
保
障
す
る
た
め
に
各
国
の
と
る
べ
ぎ
具
体
的
措
潰
を
規
定
し

た
第
六
八
項
の

(
i
)
に
お
い
て
、
「
障
害
者
の
教
育
お
よ
び
雇
用
に
か
ん
し
、
起
こ
り
得
る
差
別
的
な
憤
料
を
除
去
す
る
た
め
現
存
す
る
法

律
を
見
匝
す
こ
と
。
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
我
々
に
と
っ
て
さ
し
あ
た
り
必
要
な
こ
と
は
、
わ
が
国
の
障
害
者

の
雇
用
保
障
に
関
わ
る
現
行
法
制
を
見
直
す
な
か
で
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
課
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
わ
が
国
の
障
害
者
の
屑
用
保
障
を
め
ぐ
る
法
的
課
題
を
検
討
す
る
た
め
の
予
備
作
業
と
し
て
、
障
害

な
お
、
障
害
者
の
雇
用
保
障
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
検
討
す
る
際
に
は
、
本
来
な
ら
ば
、

者
の
屠
用
保
障
お
よ
ぴ
労
働
条
件
に
関
わ
る
現
行
法
制
上
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
課
題
の
一
端
を
提
示
し
~
つ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
雇
用
お
よ
び
保
護
雇
用
の
両
者
に
お
け
る
問

題
点
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
対
象
を
前
者
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き

た
い
。
も
っ
と
も
、

こ
う
い
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
保
護
雇
用
を
め
ぐ
る
法
的
課
題
の
検
討
は
不
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
国
際
的
に
み
れ
ば
、
今
日
障
害
者
の
雇
用
対
策
は
一
般
雇
用
の
問
題
か
ら
保
護
雇
用
の
問
題
へ
と
移
行
し
て
お
り
、
ま
た
わ
が
国

に
お
い
て
も
、
重
度
障
害
者
の
屑
用
保
障
困
難
と
い
う
問
題
を
契
機
に
し
て
、
保
護
雇
用
制
度
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

一
九
七
九
年
六
月
ニ
―

-
H
採
択
。
本
計
画
は
、

七

一
九
八
．
年
・
7

国
際
隙
害
者
年
」
(International
Y
e
a
r
 of 
D
i
s
a
b
l
e
d
 
P
e
r
s
o
n
s
,
 

I
Y
D
P
)

の
テ
ー
マ
で
あ
る
障
害
者
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
同
年
以
降
＋
ヵ
年
の
間
に
各
国
か
と
る
べ
き
具
体
的
措
置
等
を
定

「
国
際
障
害
者
年
行
動
計
画
」
は
、



(
9
)
 

(
8
)
 

(
7
)
 

(
6
 

(
5
)
 

第
一
巻
第
一
号

め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
が
採
択
さ
れ
る
に
至
る
経
過
等
に
つ
い
て
は
、

一
七
三
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

国
際
障
害
者
年
推
進
本
部
発
行
「
国
際
障
害
者
年
関
係
資
料
集
」
掲
載
の
「
国
際
障
害
者
年
行
動
計
画
」
よ
り
引
用
。
以
下
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、

第
三
条
「
障
害
者
は
、
そ
の
人
間
と
し
て
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る
生
ま
れ
な
が
ら
の
権
利
を
有
し
て
い
る
。
障
害
者
は
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ゾ
。
フ
と
障
苔

の
原
因
、
性
質
、
程
度
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
令
の
市
民
と
同
等
の
基
本
的
権
利
を
有
す
る
。
」

な
お
、
右
訳
文
は
‘

の
に
よ
る
。

さ
し
あ
た
り
八
木
英
二
『
国
際
障
害
者
年
ー
生
き
か
い
あ
る
社
会
を
築
く

八
木
英
二
•
前
掲
書
一
四
頁
以
下
に
掲
載
の
そ
れ
に
よ
る
。
以
下
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
同
権
利
宜
言
の
訳
文
は
右
の
も

「
国
際
障
害
者
年
行
動
計
画
」
第
六
三
項
参
照
。
な
お
、
同
計
画
は
、
第
六
八
項
以
下
に
お
い
て
、
各
国
の
と
る
べ
き
具
体
的
措
潰
に
つ
い
て
詳
細
に
述

隙
害
者
の
「
慟
く
権
利
」
の
保
障
の
必
要
性
を
、
特
に
彼
ら
の
「
発
達
の
権
利
」
の
保
防
と
か
か
わ
り
あ
わ
せ
て
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、
泰
安
雄
「
怜

害
者
の
『
権
利
と
し
て
の
労
慟
』
の
保
障

H
い
」
日
本
福
祉
大
学
研
究
紀
要
二
八
号
八
九
頁
以
下
、
同
三

0
号
一
四
三
頁
以
下
、
同
「
障
害
者
の
発
達
保

障
に
お
け
る
労
慟
の
意
義
と
内
容
」
障
害
者
問
題
研
究
八
号
一
頁
以
下
、
等
が
あ
る
。

ヽ

こ
れ
に
つ
い
て
は

さ
し
あ
た
り
、
小
島
蓉
子
「
障
害
者
対
策
の
国
際
的
動
向
」
ン
ュ
リ
ス
ト
総
合
特
集
『
障
害
者
の
人
権
と
生
活
保
障
』
三
三
四
貞
以

下
、
児
島
美
都
子
「
障
害
者
の
労
働
権
保
障
」
季
刊
教
育
法
三
九
号
九
四
頁
以
下
、
小
川
ぶ
「
欧
米
先
進
国
に
見
る
障
害
者
雇
用
」
日
本
労
慟
協
会
雑
誌

二
六
六
号
二

0
頁
以
下
、
等
を
参
照
の
こ
と
。

戦
後
わ
が
国
の
障
害
者
就
労
保
障
の
史
的
展
開
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
中
野
敏
子
「
障
害
者
就
労
保
障
の
史
的
展
開
ー
戦
後
行
政
・
立
法
史
の

考
察
を
通
し
て
出
柑
巾
切
」
賃
金
と
社
会
保
障
七
七
七
号
五

0
頁
以
下
、
同
七
八
七
号
四
一
頁
以
下
、
同
七
九
二
号
五
頁
以
下
、
同
七
九
三
号
四
八
頁
以

べ
て
い
る
。

4 
,,_ク

八
木
英
一
―
•
前
掲
書
、
四
頁
参
照
。

(
3
)
 

「
国
際
障
害
者
年
行
動
計
画
」
第
六
三
項
。

同
計
画
の
条
文
は
右
資
料
集
掲
載
の
そ
れ
に
よ
る
。

(
2
 

た
め
に
1

』

香
川
法
学

七



障
害
者
雇
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
出

現
在
、
1

障
害
者
の
一
般
的
状
況

ヘ

14 
,-、

13 2
 

(
1
 
l
)
 

(1‘ 
0
-

(
l
]
 ••• 

0
頂
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

等
参
照
の
こ
と
。

保
護
雇
用
に
つ
い
て
は

さ
し
あ
た
り
、
児
島
美
都

f
「
障
害
者
の
雇
用
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
総
合
特
集
『
障
害
者
の
雇
用
と
生
活
保
障
』

権
と
教
育
権
・
労
慟
権
し
李
刊
教
育
法
．
予
几
号
八
八
頁
以
下
、
等
参
照
の
こ
と
。

例
え
ば
、
開
全
協
（
障
宮
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
全
国
協
議
会
）
に
よ
る
、
内
閣
総
理
大
臣
、
国
際
障
害
者
年
推
進
本
部
長
鈴
木
善
幸
あ
て
「
障
害
者

の
朴
会
へ
の
『
全
面
参
加
と
JlL
等
し
の
実
現
に
関
す
る
陳
情
書
，
障
全
協
新
聞
↓
九
八
一
年
八
月
一
日
号
、
参
照
の
こ
と
。

な
隙
害
者
に
対
し
て
福
祉
的
な
庇
過
の
も
と
に
就
労
の
機
会
を
与
え
職
業
更
正
を
図
る
制
度
を
い
う
。
」
、
西
村
健
一
郎
「
障
害
者
の
雇
用
保
障
」
ジ
ュ
リ

ス
ト
七
四

0
号
七
八
貞
参
照
。

国
際
的
な
保
護
雇
用
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
松
井
亮
輔
「
諸
外
国
の
障
害
者
雇
用
お
よ
び
保
護
雇
用
の
動
向
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
総
合
特
集
『
障

害
者
の
人
権
と
生
活
保
障
』
三
七
二
頁
以
下
、
児
島
美
都

f
「
保
護
雇
用
の
国
際
比
較
ー
ヨ
ー
ロ
ノ
パ
四
国
を
中
心
に
1

」
日
本
福
祉
大
学
研
究
紀
要
三

八
・
三
九
号
一
；
一
六
頁
以
下
、
小
島
蓉

f
「
障
害
者
対
策
の
国
際
的
動
向
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
総
合
特
集
『
障
害
者
の
人
権
と
生
活
保
障
』
三
三
四
頁
以
下
、

わ
が
国
の
保
護
的
就
労
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
、
児
島
笑
都

f
．
真
田
是
．
泰
安
雄
編
『
障
害
者
と
社
会
保
隙
』

わ
が
国
の
障
害
者
総
数
は
、
政
府
の
諸
調
査
を
合
計
す
る
だ
け
で
も
三
五

0
万
人
を
こ
え
て
お
り
、
ま
た
、

゜

力
あ
る

、や、

卜

障
害
者
の
屑
用
実
態
と
そ
の
問
題
点

七

一
説
に
よ
れ
ば
約

｛
般
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
義
付
さ
れ
て
い
る
。
「
保
護
雇
用
と
は
、
障
害
の
程
度
が
重
い
等
の
た
め
一
般
企
業
で
の
燿
用
か
困
難

一
九
六
頁
以
下
、
松
林
和
夫
「
障
害
者
の
人



の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
就
業
率
で
み
る
と
、

一
八
才
以
上
の
身
体
障
害
者
総
数
は
二

0
三
万
人
と
な
る
。

(
4
)
 

に
四
二
人
に
一
人
の
割
合
で
身
体
障
害
者
が
い
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に
、
就
業
し
て
い
る
身
体
障
害
者
の
就
労
収
入
に

五
万
九
、

0
0
0
人
‘
伸
び
率
に
し
て
わ
ず
か
一

0
・
ニ
％

(
8
)
 

つ
ぎ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
一
九

一
九
七
0
年
の
二
六
•
五
％
か
ら
一
九
八
0
年
に
は

は
重
度
降
害
者
の
八
六
％
増
で
あ
り
、

々
、
障
害
の
菫
度
化
現
象
か
顕
行
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
巻
第
一
号
(
2
)
 

四
五

0
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
在
宅
し
て
い
る
一
八
才
以
上
の
身
体
障
害
者
数
は
‘

(
3
)
 

七、

0
0
0
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
や
老
人
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
身
体
障
害
者
五
万
三
、

0
0
0
人

と
こ
ろ
で
、

1
0年
間
に
‘

み
る
と
‘

(
5
)
 

一
九
八

0
年
二
月
現
在
で
在
宅
し
て
い
る
身
体
障
告
者
数
を
一
九
七

0
年
一

0
月
現
在
の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、

人
数
で
六
六
ガ
ニ
、

一
九
八

0
年
二
月
現
在
で
一
九
七
万

0
0
0

人
、
伸
び
率
に
し
て
J
i
o
•五
％
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
千
対
の
障
害
者
の
比
率
を

(
6
)
 

一
九
七

0
年
の
一
七
・
九
か
ら
一
几
八

0
年
の
二
三
・
七
へ
と
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
障
害
者
数
の
増
加
と
平
行
し
て
、
年

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
七

0
年
か
ら
一
九
八

0
年
ま
で
の
障
害
程
度
別
伸
び
率
を
み
る
と
、
最
も
高
い
の

つ
い
で
中
度
障
害
者
か
八

0
％
増
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
軽
度
障
害
者
は
四

0
％
増
に
と
ど

重
度
障
害
者
の
全
身
体
障
害
者
中
に
占
め
る
割
合
で
み
て
も
、

(
7
)
 

三
ニ
・
八
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
身
体
障
害
者
の
増
加
、
齢
害
の
菫
度
化
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
就
業
実
態
は
‘

八
0
年
二
月
現
在
で
、
何
ら
か
の
形
で
就
業
し
て
い
る
身
体
障
害
者
数
は
‘
わ
ず
か
六
三
万
八
、

0
0
0
人
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
一
九
七

0

(
9
)
 

年
一

0
月
現
在
の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
こ
の
一

0
年
間
で
、
人
数
で
は

一
九
七

0
年
の
四
四
・
一
％
か
ら
三
ニ
・
三
％
へ
と
、
逆
に
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
障
害
の
程
度
別
に
そ
の
就
業
率
を
み
る
と
、
障
害
程
度
等
級
表
四
＼
六
級
の
中
・
軽
度
障
害
者
の
就
業
率
は
四
〇

％
台
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
重
度
障
害
者
の
就
業
率
は
、

一
級
障
害
者
一
七
％
。
二
級
障
害
者
二
四
％
と
極
め
て
低
率
に
な
っ
て
お
り
、
障

害
の
程
度
か
重
い
も
の
は
ど
就
業
す
る
こ
と
か
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の

を
加
え
る
と
、

一
八
才
以
上
の
人
口
に
対
す
る
比
率
は
二
•
四
％
で
あ
り
、
実

香
川
法
学

七
四



障
害
者
雇
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
田

大
企
業
に
六
・
三
％

（六
q

・人）

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
就
職
先
の
企
業
規
模
別
に
み
る
と
‘

小
企
業
に
ー
し
・
こ
％

こ
う
し
た
状
況
は
‘

七
五

こ
の
調
介
か
開
始
さ
れ
て
以
来
全

に
す
ぎ
な
い
。

（
四
一
人
）
、
中
企
業
に
五
六
・
三
％

(-
.. 
-
-
•
一
人
）
、

／
几
八

0
年
度
都
立
障
士
り
児
学
校
麻
等
部
全
卒
業
牛
六
七
人
人
の
う
ち
、
就
職
す
る
こ
と
の
で
き
た
者
は
‘
わ
ず
か
三
四
・
九
％
（
二
三
六
人
）

(1) 

2
 

用
者
）

一
九
八

0
年
一
月
中
の
平
均
月
収
は
一

0
万
六
、
七

0
0
円
で
あ
り
、

の
そ
れ
と
く
ら
べ
る
と
、
几
万
一
、
二
四
五
円
も
低
い
水
準
に
お
か
れ
て
い
る
。

以
卜
、
障
害
者
の
↓
般
状
況
を
身
体
障
害
者
の
そ
れ
を
中
心
に
み
て
き
た
が
、
そ
れ
で
は
‘

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
障
害
者
の
雇
用
状
況
と
就
労
実
態
の
．
―
つ
に
分
け
て
、

こ
の
問
題
を
み
て
ゆ
く
こ
と
と

障
害
者
の
雇
用
状
況

東
京
都
障
古
児
学
校
教
職
r

貝
組
合
が
／
几
七
四
年
以
陥
毎
年
行
な
っ
て
い
る
、
障
害
児
学
校
卒
業
生
の
進
蹄
実
態
調
牡
に
よ
る
と
、

こ
の
た
め
、
卒
業
生
の
四

0
％
以
上
の
者
が
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
入
所
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
ま
た
、
六
•
四
％
の
者
（
四
：
・
人
）
が
行
く
場
所
も
な
く
在
宅
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
障
害
の
重
度
・
直
複
化

傾
向
か
す
す
ん
で
い
る
肢
体
不
自
由
養
過
学
校
卒
業
牛
に
あ
っ
て
は
、
就
職
の
問
題
は
一
層
深
刻
で
あ
り
、
そ
の
就
職
率
は
八
・
五
％
と
い

う
極
め
て
低
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
在
宅
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
者
四
：
一
人
の
う
ち
の
六
七
•
四
％
（
二
九
人
）
が
、
肢
体
不
自

由
養
過
学
校
の
卒
業
牛
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
、

1
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

ん
ど
か
わ
っ
て
お
ら
ず
、
障
貨
児
学
校
卒
業
牛
の
雇
用
状
況
は
頭
う
ち
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
是
非
あ
る
い
は
不
卜
分
さ
を

め
ぐ
る
問
題
は
さ
て
お
ぎ
‘
従
護
学
校
の
義
務
化
の
な
か
で
、
よ
う
や
く
仲
間
を
得
、
学
習
し
、
自
己
発
達
を
な
す
こ
と
が
で
答
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
れ
ら
の
卒
業
牛
に
と
っ
て
、
雇
用
保
障
お
よ
び
そ
の
た
め
の
施
策
か
極
め
て
不
卜
分
で
あ
る
と
い
う
事
態
は
、
今
後
自
ら
か
経
済

す
る
。

つ
い
て
み
る
と
、

こ
う
し
た
な
か
で
、
障
害
者
の
雇
用
実
態
は

こ
れ
を
同
時
期
に
お
け
る
一
般
勤
労
者
（
常
用
雇



一
般
民
間
企
梨
に
お
け
る
実
雇
用
率
も
‘

几
六
％
と
雇
用
率
を
か
な
り
下
皿
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
現
業
機
関
の
実
雇
用
率
は
‘

ー
・
八
九
％
と
雇
用
率
を
上
皿
っ
て
い
る
。

一
方
、
特
殊
法
人
に
お
け
る
実
雇
用
率
は
、

る
者
一
、

．
七
→
~
人
、

J

-

と
な
っ
て
い
る
。

れ
る
現
業
的
機
関

(
 ．
． 

し
れ
機
関
）

に
雇
用
さ
れ
る
者
：
万
三
、

六
二
四
人
、
雇
用
率

•
五
％
が
適
用
さ
れ
る
一
般
民
間
企
業

J
 

4

今

(
/
1
 

＾
年
間
に
新
規
雇
用
さ
れ
た
者
の
数
は
‘

の
総
数
は
‘

一
九
八

0
年
六
月
か
ら
．
九
八
↓
年
六
月
ま
で
の

に
対
し
て
、

(2) 
以

L
が
障
9
ぃ
児
の
雇
用
状
況
の
概
況
で
あ
る
が
、

香
川
法
学

第
一
巻
第
一
号

的
、
杜
会
的
に
自
立
し
て
ゆ
く
こ
と
に
対
す
る

iR大
な
齢
専
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
す
、
引
続
き
仲
間
を
得
、
学
習
し
、
自
己
発
達
を
な

し
て
ゆ
く
こ
と
に
対
す
る
屯
大
な
悴
t
い
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

周
知
の
よ
う
に
、

一
万
六
、

れ
る
国
・
地
方
公
共
団
体
の
非
現
業
的
機
関
(
;
^
‘

つ
ぎ
に
障
貨
者
の
雇
用
状
況
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

わ
か
国
の
身
体
卯
9
口
者
雇
用
施
策
の
根
幹
で
あ
る
身
体
障
古
者
雇
用
促
進
法
は
、
国
等
の
機
関
お
よ
び
＾
般
事
業
主

一
定
率
以
上
の
身
体
障
屯
口
者
を
常
時
雇
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
雇
用
さ
れ
て
い
る
身
体
障
害
者

／
几
八
．
年
六
月
現
在
で
、
わ
ず
か
：
几
ガ
七
‘
-
.
-
l
i
六
人
に
す
ぎ
ず
‘

九
三
五
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
雇
用
率
一

八
五
機
関
）
に
雇
用
さ
れ
る
者
：
ー
ガ
七
、

・
九
％
が
適
用
さ

八
四
七
人
、
一
雇
用
率

．． 
八
％
が
適
用
さ

六
、
八
四
七
企
業
。
但
し
、
常
時
雇
用
労
働
者
数
か
六
し
人
以
上
の
企
業
）
に
雇
用
さ
れ
る
者
一
四
万
四
、

七
了
．
一
人
、
雇
用
率
一
・
八
％

か
適
用
さ
れ
る
公
団
、
巾
梨
団
等
の
-
定
の
特
殊
法
人
（
九
七
企
業
。
但
し
、
常
時
雇
用
労
働
者
数
か
五
六
人
以
上
の
企
業
）
に
雇
用
さ
れ

つ
ぎ
に
、
法
定
雇
用
率
の
達
成
い
か
ん
と
い
う
点
か
ら
雇
用
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
国
等
の
非
現
業
的
機
関
に
お
け
る
実
雇
用
率
は
、

．． 

八
五
％
と
雇
用
率
を
下
皿
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
都
道
府
県
の
機
関
の
実
雇
用
率
か
[
•
五
五
％
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
雇
用
率
未
達
成
企
業
が
五

9
•

五
％
も
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

．． 

一
八
％
と
雇
用
率
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
か
、
雇
用
率
未
達
成
企
業
は
四
六
・
六
％
で
あ

あ
り
特
殊
法
人
の
場
合
に
く
ら
べ
て
丑
右

F
低
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
企
業
規
模
別
に
実
雇
用
率
お
よ
び
未
達
成
企
業
率
を
み
て
ゆ
く
と
、

七
六



(3) 

障
害
者
雇
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
山

＼
二
九
九
人
で
は
．

企
業
規
模
六
七
ー
九
几
人
で
は
実
雇
用
率

•
四
六
％
‘

い
る
。ヽ

お
り

七
％
、

右
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

（
以
下
省
略
）

ー
・
八
．
％
‘

四
二
•
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

・
O
八
％
‘

企
業
規
模
五

0
0
ー
几
九
几
人
で
は
一今
般
民
間
企
業
に
お
い
て
は
、

六
六
・
七
％
、

未
達
成
企
業
率
（
以
下
省
略
）
：
＾
＿
八
・
六
％
、

企
業
規
模
三

0
0
ー
四
九
九
人
で
は
一

企
業
規
模
：

と
り
わ
け
大
企
梨
に
お
け
る
そ
れ
は
極
端
に
悪
い
こ
と
か
指
摘
で
各
よ
う
。

企
業
規
模
三

0
1
几
九
人
に
．
＿
八
・
八
％
、

企
業
規
模

i

、

聴
覚
障
害
者

七
七

こ
こ
で
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ

つ
ぎ
に
、
障
苔
の
程
度
別
に
そ
の
雇
用
状
況
を

企
業
規
模
二

0
0

． 
二

％、

五
七
・
七
％
、

0
0
0
人
以
上
で
は

0
・
九
八
％
‘
八
;
%
、
と
な
っ
て

企
業
規
模
か
大
き
く
な
る
は
ど
身
体
陪
苔
者
の
雇
用
状
況
は
悪
く
な
っ
て

以
上
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
適
用
か
あ
る
ボ
業
所
に
お
け
る
雇
用
状
況
を
み
て
き
た
か
、
つ
ぎ
に
、
五
人
以
上
の
常
用
労
働
者
を

雇
用
し
て
い
る
．
般
民
間
企
槃
に
お
け
る
雇
用
状
況
を
、
労
慟
省
が
了
几
し
八
年
に
行
な
っ
た
「
身
体
障
害
者
等
就
業
実
態
調
在
」
に
よ
っ

て
簡
単
に
み
る
こ
と
と
す
る
。
右
の
企
業
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
身
体
障
害
者
の
総
数
は
二
三
万
三
、

0
0
0
人
で
あ
り
、
彼
ら
を
雇
用
し
て

い
る
企
業
の
比
率
は
二
九
・
五
％
で
あ
る
。
企
業
規
模
別
構
成
比
で
そ
の
一
雇
用
状
況
を
み
る
と
、
企
業
規
模
五
ー
ニ
九
人
に
三
三
・
八
％
、

企
業
規
模
二
〗
0
1
四
九
九
人
に
二
七
・
六
％
、
企
業
規
模
五
0
0

1
九
九
几
人
に
．
↓
一
・
六
％
、

0
0
0
人
以
上
に
六
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
障
害
種
類
別
に
そ
の
雇
用
状
況
を
み
る
と
、
肢
体
不
自
由
者
六
九
・
七
％
、

0
・
九
％
、
視
覚
防
害
者
七
．
．
＿
％
‘
内
部
障
古
者
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

み
る
と
、
障
肉
程
度
等
級
表
f
i
1
六
級
の
軽
度
障
得
者
：
一
七
•
四
％
、
・
ニ
ー
四
級
の
中
度
障
害
者
三
六
・
九
％
‘

企
業
規
模
五

0
0
＼
几
几
九
人
に
一
ミ
．
七
％
、

疇

-
1
二
級
の
重
度
障
害
者

一
几
％
と
な
っ
て
お
り
、
重
度
障
古
者
の
雇
用
が
極
端
に
悪
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
頂
度
障
害
者
の
雇
用
状
況
を
企
業
規
模
別
構
成
比
で

み
る
と
、
企
業
規
模
五
ー
・
一
几
人
に
二
三
・
五
％
、
企
業
規
模
ミ

0
1
九
几
人
に
一
八
・
七
％
、
企
業
規
模
一

0
0
ー
四
九
九
人
に
一
五
・

企
業
規
模

1

、

0
0
0
人
以
上
に
ニ
ニ
・
芝
％
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
規
模
が
大

き
く
な
る
は
ど
菫
度
麻
古
者
の
雇
用
状
況
は
悪
く
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
身
体
障
中
口
者
以
外
の
倅
害
者
の
一
雇
用
状
況
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、



(1) 

3
 

れ
ら
障
害
者
の
雇
用
状
況
に
関
す
る
公
的
な
調
在
が
全
ん
ど
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
直
接
の
原
因
は
、
現
在
、
政
府
が
障
害
者

の
雇
用
状
況
を
把
捏
す
る
こ
と
を
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
身
体
障
害
者
の
そ
れ
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
、
と
い

え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
根
本
的
な
原
因
は
、
現
在
わ
が
国
で
は
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
障
害
者
が
原
則
と
し
て
雇
用
施
策
の
対
象
と
し
て

取
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
今
日
、
全
て
の
障
害
者
を
対
象
と
し
た
一
雇
用
施
策
の
実
施
か
強
く
求
め
ら
れ
て

と
こ
ろ
で
、
前
掲
「
身
体
障
害
者
等
就
業
実
態
調
査
」
は
精
神
薄
弱
者
の
就
業
実
態
も
あ
わ
せ
て
取
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
こ
れ
に
よ

っ
て
、
そ
の
雇
用
状
況
を
簡
単
に
み
る
こ
と
と
す
る
。
五
人
以
上
の
常
用
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
一
般
民
間
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
精

神
薄
弱
者
の
数
は
一
：
訂
fĵ

、

を
企
業
規
模
別
構
成
比
で
み
る
と
、

1
四
九
几
人
に
今

i

八
・
五
％
‘

企
業
規
模
五

0
0
人
以
上
の
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
精
神
薄
弱
者
の
数
は
極
め
て
少
な
い
。

を
み
る
と
、
障
害
程
度
等
級
表
：
―
ー
六
級
の
中
・
軽
度
の
障
害
者
か
七
八
・
ニ
％
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

以
上
、
障
土
口
者
の
雇
用
状
況
を
み
て
き
た
か
、
そ
れ
で
は
、
現
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
は
‘

障
害
者
の
就
労
実
態

0
0
0
人
で
あ
り
、
彼
ら
を
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
比
率
は
わ
ず
か
ー
・
九
％
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
雇
用
状
況

企
業
規
模
五
ー
こ
九
人
に
．
二
．
↓
．． 

-．1%‘ 

企
業
規
模
五
0
0
-
九
九
九
人
に
：
●q
•

四
％
‘
企
業
規
模
三

0
ー
九
九
人
に
一
-
.
↓
.
.
.
-
%
、
企
業
規
模
／

0
0

企
業
規
模
：

0
0
0
人
以
上
に
ー
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、

つ
ぎ
に
、
障
害
の
程
度
別
に
そ
の
雇
用
状
況

こ
こ
で
も
爪
度
障
害
者
の
雇
用
は
極
端
に
悪
く
な
っ
て
い
る
。

前
掲
「
身
体
障
苫
者
等
就
菓
実
態
調
木
fL
」
に
よ
る
と
、
身
体
障
害
者
の
月
間
総
実
労
働
時
間
は
一
九
ご
一
時
間
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
‘

労
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

は
わ
ず
か
四
・
八
％
に
す
ぎ
ず
、

い
る
所
以
で
あ
る
。

香

川

法

学

第

一

巻

第

一

号

一
体
ど
の
よ
う
な
労
働
条
件
の
下
で
就

ー
ー
ニ
級
の
重
度
障
古
者

七
八



障
害
者
雇
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
山

は
し
Jj
六、

し

0
0
円
で
あ
り
、

こ
れ
を
障
t
9
程
度
別
に
み
る
と
、

七
九

障
9
り
程
度
等
級
表
：
＾
ー
し
ハ
級
の
中
・
軽
度
の
障
t
口
者
し
万
六
、

四
0
0

つ
ぎ
に
、
精
神
薄
弱
者
の
い
金
状
況
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
指
摘
し
て
お
く
と
、
精
神
薄
弱
者
に
ぎ
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
平
均
給
与
月
額

.
I
^
1
級
の
項
度
怜
古
者
：
＾

Jj
九
、
^
^
0
0
円
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
身
体
麻
甚
者
の
竹
金
状
況
の
う
ち
、
特
に
問

題
と
な
る
も
の
を
健
常
者
の

H
金
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
そ
の
特
徴
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
身
体
障
害
者
の
ギ
均
竹
金

は
健
常
者
の
そ
れ
（
．
六
Jj
八‘

ま
た
聴
覚
障
t
り
者
の

f
均
貨
金
は
健
常
者
の
そ
れ
の
六
二
．
．
．
似
％
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

害
者
の
賃
金
状
況
を
簡
単
に
指
摘
し
て
お
く
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
規
模
か
小
さ
く
な
る
は
ど

H
金
も
低
く
な
っ
て

お
り
、
企
業
規
校
几
几
人
以
ド
の
巾
業
所
に
お
け
る
身
体
防
士
口
者
の
平
均

n金
は
健
常
者
の
そ
れ
の
し

0
％
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最

も
極
端
な
例
は
‘

0
0
0
円）

の
八

0
％
で
あ
り
、
碩
度
障
上
り
者
の

f
均
賃
金
は
健
常
者
の
そ
れ
の
六
六
・
ニ
％
で
あ
り
、

企
業
規
校
．． 

几
人
以
ド
の
令
融
・
保
険
業
に
お
け
る
場
合
で
あ
り
、

あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
も
含
め
た

H
金
額
で
比
較
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
格
差
は
さ
ら
に
大
苔
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
卜
に
み
て
き
た
身
体
悴
t
t
者
と
建
骨
巾
者
と
の
間
の
貨
令
格
弟
は
、

貨
与
等
の
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
を
算
人
し
な
い
場
合
の
そ
れ
で

そ
れ
の
四
．
“
-
％
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
身
体
障
上
口
者
の
平
均
賃
金
は
健
常
者
の

つ
ぎ
に
、
企
業
規
模
別
の
身
体
障

几、

'
1
0
0
円、

隙
t
り
の
程
度
別
に
み
て
み
る
と
‘
樟
土
り
程
度
等
級
表
几
＼
六
級
の
軽
度
仰
9
口
者
．
し
ハ
fj
九、

q

パ

0
0
円、

:
:
1
四
級
の
中
度
節
t
口
者
．
五
万

ー

急

.

.

 

、．J
.
.
 、

It者
；

！

0
 0
0
円、

視
覚
齢
古
者
．

h
h
'
ハ‘

四
O
C
J
円

聴

覚

齢

t
ぃ
者
：

・Jj
、

.
、
し
ハ

O
U
円
と
な
っ
て
い
る
。

）
ゞ
こ
、
,

1

 

/
X
j
 

給
与
月
額
は
：

h
j
j
l
i
、
几

0
0
円
で
あ
り
、

所
定
内
労
慟
時
間
か
：
八
．
時
間
、
所
定
外
労
慟
時
間
か

．． 

一
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

所
定
外
労
働
時
間
か
健
常
者
の
場
合
よ
り
も
わ
ず
か
．
時
間
少
な
い
だ
け
で
あ
り
、
身
体
障
害
者
の
労
慟
時
間
は
健
常
者
並
み
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
か
、
こ
れ
に
対
応
す
る
障
専
者
の
竹
金
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
ま
ず
、
身
体
障
古
者
に
き
ま
っ
て
支
給
さ
れ
る
平
均

こ
れ
を
障
t
り
の
種
類
別
に
み
て
み
る
と
、
内
部
障
曹
者
／
几
万
六
‘

し
0
0
円
、
肢
体
不
自

こ
れ
を
健
常
者
の
労
慟
時
間
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、



つ
の
、
そ
し
て
よ
り
根
本
的
な
原
因
は
‘

い
つ
で
も
調

q、
函

t‘

I
U
J↓
ご
口

い
ま

点
に
求
め
る
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
の

右
の
事
例
か
端
的
に
ホ
し
て
い
る
よ
う
に
、

障
古
者
は
、

企
業
か
危
機
に
み
ま
わ
れ
る
と
‘

ま
ず
最
初
に
解
雇
や

i
時
帰
休
の
対
象
と
さ

〔tJi
例：．．〕

れ
解
雇
さ
れ
た
。
」

〔
ボ
例
―
/
〕

円ヽ

/
i
-
1
級
の
爪
度
障
古
者
六
万
五
‘
0
0
0
円
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の

lr金
状
況
は
極
め
て
劣
悪
で
あ
る
。

切
今
日
、
障
害
者
は
、
右
の
よ
う
な
劣
悪
な
条
件
の
も
と
で
就
労
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
彼
ら
に
と
っ
て
よ

り
深
刻
な
問
題
は
、

体
的
事
例
の
紹
介
を
通
じ
て
、

〔
事
例
＾
〕

香
川
法
学

こ
れ
を
身
体
障
古
者
の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
み
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
半
八
JJ

か
か
る
内
容
の
雇
用
そ
の
も
の
か
常
に
不
安
定
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
‘

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
若
干
の
具

そ
の
内
容
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

「
私
の
会
社
は
社
貝
：
＾
＿

fi
．．
 
じ
卜
七
人
中

fi:`
・
ト
し
人
の
首
切
り
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
…
…
私
は
臨
時
工
で
．
番
始
め
に
首
切

か
さ
れ
ま
す
。
悴
害
者
の
身
で
は
再
就
職
も
む
づ
か
し
い
。
毎

H
か
不
安
で
夜
も
眼
れ
ま
せ
ん
。
」

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
売
り
物
に
し
て
い
た
会
社
か
、
昨
年
（
／
几
七
四
年
）
、
：
＾
人
受
け
人
れ
る
と
い
い
な
か
ら
：
人
に
し
は

り
‘
し
か
も
就
職
で
き
た

f
は
、
本
人
は
性
格
も
明
る
＜
働
く
意
欲
も
あ
り
、
、
日
分
な
り
に
．
生
懸
命
働
い
て
い
た
の
に
、

「
障
古
児
学
級
‘
養
護
学
校
出
身
者
を
多
く
採
用
し
た
通
信
機
製
造
会
社
か
、

ら
の
み
を
．
時
帰
休
(
I
i
0
パ
ー
セ
ン
ト
の

H
金
支
給
）

れ
、
生
活
駐
盤
そ
の
も
の
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
で
あ
る
た
め
に
、

1
実
を
つ
く
ら

い
っ
た
ん
会
社
の
危
機
に
み
ま
わ
れ
る
と
、
彼

(17) 

の
対
象
と
し
、
本
人
や
家
族
•
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
」

．
つ
は
、
常
用
雇
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

繁
で
ぎ
る
安
価
な
労
働
力
と
し
て
し
か
位
樅
づ
け
て
い
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
雇
用
形
態
か
日
雇
い
‘
臨
時

比
較
的
容
易
に
解
雇
等
を
行
な
え
る
と
い
う
場
合
か
多
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
だ
企
業
サ
イ
ド
に
お
い
て
は
、
障
専
者
を
一
個
の
人
格
者
と
し
て
で
は
な
く
‘

第
一
巻
第
一
号

八
〇



障
害
者
屑
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
山

い
ま
だ
不
卜
分
に
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
社
会
生
活
お
よ
ぴ
彼
ら
が
生
活
す
る
地
域
杜
会
の

発
展
に
完
全
に
参
加
す
る
」
権
利
の
行
使
が
大
ぎ
く
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
障
害
児
学
校
卒
業
生
に
お
け
る
雇
用

機
会
の
制
約
と
い
う
問
題
は
、
単
に
彼
ら
の
経
済
的
、
社
会
的
自
立
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
問
題
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
間
的
発
達
の

の
保
障
い
か
ん
と
い
う
、
ま
さ
に
人
間
の
葬
厳
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

2
 

,
1
,
 

「
労
慟
者
が
人
た
る
に
値
す
る
生
活
を
背
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す
べ
苔
も
の
」
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
「
社
会
経
済
の
発
展
の
結
果
た
る
生
活
向
上
の
ギ
等
な
分
配
を
受
け
、
他
の
市
民
と
圃
等
の
生
活
を
享
受
す
る
権
利
」
か
卜
分
に

よ
う
や
く
に
し
て
得
た
就
労
の
場
そ
の
も
の
が
‘
常
に
解
雇
あ
る
い
は
一
時
帰
休
と
い
う
形
で
奪
わ
れ
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
こ

と
で
あ
る
。

充
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

｀
，
 3
 

,
1
,
 

と
う
て
い

力ゞ
ヽ

4

小

括

八

な
お
、
以
上
の
解
雇
等
を
め
ぐ
る
問
題
点
の
検
討
は
、
も
っ
ば
ら
雇
用
さ
れ
る
以
前
か
ら
障
t
口
者
で
あ
っ
た
者
を
念
頭
に
お
い
て
行
な
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
雇
用
さ
れ
た
後
に
労
災
、
疾
病
、
交
通
事
故
等
に
よ
り
障
害
者
と
な
っ
た
者
に
も
‘
こ
れ
と
全
く
同
様
の
問
題
が
あ
る
こ
―

8
)
 

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
み
ら
れ
た
問
題
点
を
要
約
す
れ
ば
‘
凡
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
卜
、
障
古
者
の
屑
用
実
態
を
み
て
苔
た
が
、

m
障
害
者
に
あ
っ
て
は
、
屑
用
の
機
会
そ
の
も
の
か
大
き
く
制
約
さ
れ
て
お
り
、

の
障
害
者
の
雇
用
機
会
か
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
障
轡
者
が
経
済
的
、
社
会
的
に
自
立
し
て
生
活
す
る
機
会
そ
の
も
の

と
り
わ
け
、
重
度
の
障
専
者
お
よ
び
身
体
障
古
者
以
外

現
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
障
宮
者
の
労
働
条
件
も
ま
た
、
極
め
て
悪
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
賃
金
に
端
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
‘



(12) 

’―̀ 11 (10) 

雇
入
れ
か
ら
解
雇
に
至
る
全
て
の
場
面
で
、
健
常
者
に
く
ら
べ
て
極
め
て
不
利
な
立
場
に
お

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
る
な
ら
ば
、
障
害
者
は
、

そ
の
た
め
に
正
当
な
杜
会
的
役
割
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
、

真
田
是
・
加
藤
園
子
「
現
代
日
本
に
お
け
る
障
害
発
生
の
社
会
的
背
景
」
季
刊
科
学
と
思
想
四
二
号
]
.
＂
頁
参
照
。

厚
生
省
「
身
体
障
害
者
実
態
調
在
（
五
五
年
二
月
）
」

そ
の
障
害
の
ゆ
え
に
、
当
然
保
障
さ
れ
る
べ
き
労
働
権
の
行
使
が
制
約
ま
た

と
い
え
よ
う
。

障
害
者
の
雇
用
保
障
お
よ
び
労
働
条
件
に
関
わ
る
現
行
法
制
は
ど
の
よ
う
に
対

「
昭
和
五
六
年
版
原
生
白
手
戸
に
よ
れ
ば
、
身
体
障
害
者
二
1

四
J
j
人
、
精
神
薄
弱
者
三
五
J
j
六
、

0
0
0
人
、
精
神
薄
弱
者
以
外
の
精
神
障
告
者
約

河
野
康
徳
「
障
害
者
の
就
業
状
況
と
問
題
点
L

労
働
の
科
学
．．
 
一
六
巻
七
号
四
頁
参
照
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
内
訳
は
、
身
体
障
害
者
約
二
．

0
ガ
人
、

精
神
薄
弱
者
約
四

0
万
人
、
精
神
障
害
者
約
二

0
0
万
人
、
難
病
等
の
難
治
性
患
者
に
よ
る
怜
害
者
約

'
0
0
万
人
‘
と
さ
れ
て
い
る
。

以
下
の
数
字
は
、
金
崎
満
「
卒
業
後
の
進
蹄
保
障
の
取
り
組
み
」
労
慟
運
動
一
九
二
号
一
四
二
貞
以
下
、
に
よ
っ
て
い
る
。

但
し
、
同
法
は
雇
用
形
態
に
つ
い
て
は
何
ら
問
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
に
常
時
雇
用
さ
れ
て
い
る
身
体
障
害
者
の
屑
用
形
態
は
、
本
エ
・
正
社
員
・
臨

金
崎
満
・
同
一
四
六
頁
参
照

(
9
)
 
厚
生
省
「
身
体
障
害
者
実
態
調
在
（
四
五
年
一

0
月）」

(
8
)
 

(
7
)
 
前
掲
厚
生
白
書
二
五
頁
参
照

(
6
)
 

(
5
)
 
原
生
省
「
身
体
陪
轡
者
実
態
調
在
（
四
五
年
一

0
月）」

(
4
)
 
前
掲
厚
生
白
書
一
九
頁
参
照

(
3
)
 
厚
生
省
「
身
体
障
害
者
実
態
調
在
（
五
五
年
＾
口
月
）
」

(
2
)
 

1
0
0
万
人
、
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

l
)
 

処
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
‘

こ
う
し
た
障
害
者
の
雇
用
実
態
に
対
し
て
、

は
妨
げ
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
に
、
今
日
、
多
く
の
障
害
者
は
‘

香
川
法
学
第
一
巻
第
一
号

八



ー

障
害
者
層
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
山

現
在
、

る
と
認
め
ら
れ
る
者
の
範
囲
が
非
常
に
狭
く
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
に
よ
っ
て

に
、
医
療
、
年
金
、
福
祉
等
の
施
策
の
実
施
に
際
し
て
、
障
害
者
と
健
常
者
、
あ
る
い
は
障
害
者
同
士
の
間
に
、

(
l
)
 

不
利
益
が
生
み
だ
さ
れ
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
障
害
者
」
の
範
囲
お
よ
び
そ
の
取
扱
い
を
め
ぐ
る
問
題
点

(18) 

/―‘ 
17 
、/
(16) 

[
5
 

/
l
 

(14) 

(13) 
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
一
ー
一
条
第
一
項
お
よ
び
第
一
四
条
第
四
項
参
照
の
こ
と
。

そ
の
端
的
な
例
は
、
わ
が
国
の
障
害
者
雇
用
保
障
施
箪
の
主
軸
と
も
い
え
る
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
、
原
則
と
し
て
身
体
障
害
者
の
み
を
そ
の
施
策

の
対
象
と
し
て
い
る
、

以
上
の
事
例
は
｀
奏
安
雄
「
障
害
者
の

r
権
利
と
し
て
の
労
慟
』
の
保
障
日
」
日
本
福
祉
大
学
研
究
紀
要
二
八
号
九
二
頁
ー
九
三
頁
よ
り
引
用
。

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
中
村
紀
久
雄
『
職
場
に
火
を
か
か
げ
て
ー
失
明
し
た
労
慟
者
が
職
場
に
戻
る
日
—
』
、
永
田
一
視
「
障

害
者
の
労
慟
権
保
障
運
動
の
実
例
と
教
訓
」
障
害
者
問
題
研
究
八
号
二
七
頁
以
下
、
等
を
参
照
の
こ
と
。

わ
が
国
の
障
害
者
に
関
す
る
法
、
あ
る
い
は
障
害
者
に
関
し
て
何
ら
か
の
規
定
を
設
け
て
い
る
法
に
お
い
て
は
‘

あ
る
。

こ
の
調
査
は
、
五
人
以
上
の
常
用
労
働
者
を
屑
用
す
る
一
般
民
間
企
業
の
中
か
ら
抽
出
し
た
約
一
万
三
、

0
0
0
の
企
業
を
対
象
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で

以
下
の
数
字
は

時
エ
・
嘱
託
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
等
と
様
々
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
九
八
一
年
―
一
月
―
一
日
労
慟
省
発
表
の
「
身
体
障
害
者
の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。

と
い
う
点
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
障
害
者
」

八

障
害
者
の
雇
用
保
障
お
よ
ぴ
労
働
条
件
に
関
わ
る
現
行
法
制
上
の
問
題
点

「
障
害
者
」
で
あ

さ
ま
ざ
ま
な
不
平
等
、
不

の
範
囲
の
と
ら
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
た
め



し
か
し
、
そ
れ
は
、

（
前
記
の
肢
体
不
自
由
以
下
呼
吸
器
機
能

義
務
づ
け
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
保
障
お
よ
び
労
働
条
件
に
関
わ
る
現
行
法
制
上
、
「
障
害
者
」
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
な
か
で
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
、
検
討
す
べ
き
対

象
を
二
つ
の
場
合
に
分
け
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

①
ま
ず
、
法
の
定
め
る
「
障
害
者
」
の
範
囲
が
狭
い
た
め
に
、
雇
用
施
策
の
実
施
に
際
し
て
、
障
害
者
同
士
の
間
に
不
平
等
、
不
利
益
が

生
じ
う
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
該
当
す
る
法
と
し
て
、
①
心
身
障
害
者
対
策
甚
本
法
、
②
雇
用
対
策
法
、
③
身
体
障

害
者
雇
用
促
進
法
、
④
中
高
年
令
者
等
の
一
層
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
‘
⑤
職
業
安
定
法
、
⑥
職
業
訓
練
法
、
⑦
最
低
賃
金
法
、
等

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
保
障
施
策
の
基
本
を
定
め
て
い
る
前
三
者
を
取
上
げ
る
に
と
ど
め
る
。

①
 香

川
法
学

第
一
巻
第
一
号

ま
ず
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
心
身
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
施
策
の
一
環
と
し
て
、
同
法
第
一
四
条
お
よ

び
第
一
五
条
は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
い
心
身
障
害
者
が
そ
の
能
力
に
応
じ
て
適
当
な
職
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
職
業
指
導
‘
職
業
訓
練
お
よ
び
職
業
紹
介
の
実
施
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
、
回
心
身
障
害
者
に
適
し
た
職

種
お
よ
び
職
域
に
関
す
る
調
査
研
究
を
促
進
す
る
こ
と
、
バ
心
身
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
諸
施
策
を
講
じ
る
こ
と
、
を

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

こ
れ
ら
諸
施
策
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
「
心
身
障
害
者
」
の
範
囲
を
、
同
法
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
同
法
第
二
条
は
、
「
こ
の
法
律
に
お
い
て
『
心
身
障
害
者
』
と
は
‘
肢
体
不
自
由
、
視
力
障
害
、
聴
覚
障
害
、

平
衝
機
能
障
害
、
音
声
機
能
障
害
若
し
く
は
言
語
機
能
障
害
、
心
臓
機
能
障
害
、
呼
吸
器
機
能
障
害
等
の
固
定
的
臓
器
機
能
障
害
又
は
精
神

薄
弱
等
の
精
神
的
欠
陥
が
あ
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
者
を
い
う
。
」
、
と
規
定
し
て
い

る
。
こ
の
規
定
を
も
っ
て
、
同
法
は
、
障
害
者
の
範
囲
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
も
っ
と
も
包
括
的
な
規
定
を
も
っ
た
法
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
で
、
「
身
体
障
害
者
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の

八
四



障
害
者
屠
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
田

の
諸
権
利
は
、

条
は
、
7
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、

／
 

(
2
)
 

障
害
ま
で
）
に
、

わ
ず
か
に
精
神
薄
弱
者
を
つ
け
加
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

害
者
（
精
神
病
寛
解
者
、
自
閉
症
児
な
ど
）
、
身
体
障
害
と
精
神
障
害
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
て
ん
か
ん
」
を
も
つ
者
、
内
部
障
害
の

(
3
)
 

中
で
い
わ
ゆ
る
「
難
病
」
と
よ
ば
れ
る
障
害
を
も
つ
者
等
が
全
く
除
外
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
条
に
い
う
障
害
を
も
つ
者
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
障
害
か
「
長
期
に
わ
た
り
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
」
程
度
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、
同
法
上
の

者
」
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
e

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
同
法
の

て
の
障
害
者
を
含
み
う
る
規
定
と
は
な
り
え
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
今
日
の
障
害
者
の
定
義
に
関
す
る
国
際
的
動
向
に
く
ら
べ
る
と
、
は
る

(
4
)
 

か
に
遅
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
法
第
一
四
条
お
よ
び
第
；
五
条
に
も

と
ず
い
て
な
さ
る
べ
き
心
身
障
害
者
の
た
め
の
雇
用
保
障
施
策
の
対
象
と
な
る
者
の
範
囲
は
、
右
に
み
た
範
囲
の
心
身
障
害
者
に
限
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
多
く
の
障
害
者
は
そ
も
そ
も
そ
の
ら
ち
外
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
心
身
障
害
者
の
た
め
の
雇
用
保
障
施
策
の
対
象
と
な
る
者
を
同
法
第
二
条
に
該
当
す
る
心
身
障
害
者

の
み
に
限
定
す
る
こ
と
が
、

は
た
し
て
妥
当
性
を
も
っ
と
い
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
、
同
法
第
三
条
は
、
「
す
べ
て
心
身
障
害

者
は
、
個
人
の
尊
厳
が
菫
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
」
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
第
二

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
は
た
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
国
連
の

八
五

条
の
規
定
と
あ
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
右
に
い
う
権
利
を
有
す
る
心
身
障
害
者
と
は
、
第
二
条
に
該
当
す
る
「
心
身
障
害
者
」
で
あ
る
と
い

「
障
害
者
の
権
利
宜
言
」
第
一
―

こ
の
宣
言
に
お
い
て
し
め
さ
れ
る
す
べ
て
の
諸
権
利
を
享
受
す
る
。
こ

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
障
害
者
は
、

．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

い
か
な
る
例
外
も
な
く
、
ま
た
、
人
種
・
皮
膚
の
色
・
性
・
言
語
・
宋
教
・
政
治
上
も
し
く
は
そ
の
他
の
意
見
・
国
も
し
く

は
社
会
的
身
分
、
貧
富
・
出
生
ま
た
は
障
害
者
自
身
も
し
く
は
そ
の
家
族
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
も
と
づ
く
区
別
な
い
し
差
別
も
な
く
‘

(
5
)
 

す
べ
て
の
障
害
者
に
供
与
さ
れ
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）
、
と
。
こ
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
当
然
右
の
よ
つ
な
考
え
方
は
妥
当
で
は

「
心
身
障
古
者
」
に
関
す
る
規
定
は
、

と
う
て
い
全

「
心
身
障
害

い
ま
だ
精
神
薄
弱
以
外
の
精
神
障



ヽ

る
。
こ
の
こ
と
は

な
い
‘

第
一
巻
第
一
号

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
心
身
障
害
者
の
た
め
の
雇
用
保
障
施
策
の
対
象
者
を
同
法
第
二
第
に
該
当
す
る
心
身
障
害

者
の
み
に
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
妥
当
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
第
五
条
な

(
6
)
 

い
し
第
七
条
の
各
規
定
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
当
然
に
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
が
、
障
害
者
の

た
め
の
雇
用
保
障
施
策
の
対
象
を
同
法
第
二
条
に
該
当
す
る
心
身
障
害
者
の
み
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
他
の
障
害
者
を
正
当
な
理

由
な
く
差
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
不
当
で
あ
る
、

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
雇
用
対
策
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
労
働
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、

通
じ
て
、
労
働
者
の
職
業
の
安
定
と
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
と
を
図
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
諸
施
策
の
一
環
と
し
て
、
同
法
第
一
几
条

な
い
し
第
二

0
条
の
二
は
、
国
に
対
し
て
、
い
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
う
ち
に
、
身
体
障
害
者
が
占
め
る
割
合
が
一
定
率
以

上
に
な
る
よ
う
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
、
は
身
体
障
害
者
の
能
力
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
職
種
を
設
定
し
て
、
こ
れ
を
公
表
す

る
と
と
も
に
、
彼
ら
か
こ
れ
ら
の
職
種
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
促
進
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
、
い
事
業
主
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
、

身
体
障
害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
資
料
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
な
う
よ
う
に
す
る
こ
と
、
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
同
法
が
、
こ
れ
ら
諸
施
策
の
対
象
と
な
る
者
を
「
身
体
障
害
者
」
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ

②
 香

川
法
学

―
つ
は
‘

そ
れ
は
同
法
の
本
来
の
目
的
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
ぎ
の
点
に
お
い
て
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(
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る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
第
一
条
、
第
三
条
の
規
定
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
同
法
は
、
雇
用
さ
れ
て
働
く
こ
と
を
欲
す
る
全
て
の
者
を

対
象
に
し
て
、
同
法
が
定
め
る
雇
用
保
障
施
策
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
全
て
の
障

害
者
が
そ
れ
ら
の
施
策
の
対
象
と
な
り
う
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
こ
と
障
害
者
に
関
す
る
具
体
的
施
策
の
問
題
に
な
る
と
、
そ
の
趣
旨
が
果

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
の
は
、
障
害
者
に
対
す
る
雇
用
保
障
施
策
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
の
み
を

対
象
と
し
て
も
よ
い
と
い
え
る
合
理
的
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
み
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
前
述
の

「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
の
規
定

八
六

こ
れ
を



障
宮
者
雇
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
山

に
即
し
て
み
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
理
由
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
同
法
第
一
九
条
な
い
し
第
二

0
条

の
二
の
各
規
定
は
、
身
体
障
害
者
以
外
の
障
害
者
を
正
当
な
理
由
な
く
差
別
す
る
極
め
て
不
当
な
規
定
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
同

法
の
本
来
の
目
的
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
二
つ
は
、
同
法
第
一
九
条
な
い
し
第
二

0
条
の
二
の
各
規
定
は
、
前
述
の

心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
第
一
四
条
お
よ
び
第
一
五
条
の
規
定
の
内
容
を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ

の
施
策
の
対
象
者
と
な
る
も
の
は
当
然
心
身
障
得
者
で
あ
る
べ
ぎ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
身
体
障
害
者
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
三
つ
は
、
仮
り
に
、
同
法
に
定
め
る
障
害
者
に
関
す
る
雇
用
促
障
施
策
の
対
象
を
身
体
障
害
者
に
限
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
し

(
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て
も
、
同
法
に
い
う
身
体
障
告
者
の
範
囲
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
「
身
体
障
害
者
」
に
該
当
す
る
者
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

身
体
障
害
者
の
全
て
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
同
法
第
一
九
条
な
い
し
第
二

0
条
の
こ
の

各
規
定
は
極
め
て
不
当
な
規
定
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
法
は
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
お
よ
び
屑
用
対
策
法
上
の
障
害
者
雇

用
保
障
施
策
に
関
す
る
各
規
定
を
う
け
て
、
身
体
障
害
者
が
そ
の
能
力
に
適
合
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
具
体
的

に
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

屑
用
率
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
具
体
的
措
置
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

た
と
お
り
で
あ
り
、

③
 

そ
の
職
業
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
法
は
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、

こ
こ
で
改
め
て
ふ
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。

八
七

と
こ
ろ
で
、
同
法
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
基
本
的
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

同
法
の
標
題
が
身
体
障
貨
者
雇
用
促
進
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
自
体
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
法
が
定
め
る
具
体
的
な
涌
用
促

障
施
策
の
対
象
は
原
則
と
し
て
身
体
障
専
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
不
当
で
あ
る
こ
と
の
理
由
は
、
既
に
み
て
き

た
だ
、
同
法
附
則
第
四
条
第
二
項
が
、
同
法
第
三
条
、
第
三
条
の
三
か
ら
第

八
条
ま
で
お
よ
び
第
二
い
条
の
規
定
は
精
神
薄
弱
者
に
つ
い
て
、
第
八

0
条
の
規
定
は
労
働
省
令
で
定
め
る
精
神
薄
弱
者
で
あ
る
労
働
者
に

―
つ
は
、



(2) つ
い
て
準
用
す
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
、

定
の
範
囲
の
雇
用
保
障
施
策
に
つ
い
て
は
、
精
神
薄
弱
者
も
そ
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
、
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
準

用
に
す
ぎ
ず
、
彼
ら
が
同
法
上
の
各
施
策
の
正
規
の
対
象
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

点
は
、
同
法
が
身
体
障
害
者
の
み
を
具
体
的
な
雇
用
保
障
施
策
の
対
象
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
を
、
同
法
上
の
雇
用
対
象
と
な
り

(
9
)
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得
る
者
か
否
か
と
い
う
甚
準
で
も
っ
て
区
別
し
て
ゆ
く
と
い
う
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

④
以
上
、
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
、
雇
用
対
策
法
、
お
よ
び
身
体
障
害
者
屑
用
促
進
法
上
の
若
干
の
問
題
点
を
み
て
き
た
が
、
最
後

に
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
問
題
点
を
有
す
る
前
掲
各
法
の
該
当
条
文
を
あ
げ
て
お
く
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
高
年
令
者

等
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
条
、
同
法
施
行
規
則
第
三
条
第
二
項
一
号
、
職
業
安
定
法
第
一
五
条
の
二
、
同
法
第
一
―
―
一
条
、

同
法
施
行
令
第
二
条
、
同
法
施
行
規
則
第
一
七
条
、
職
業
訓
練
法
第
三
条
第
六
項
、
同
法
第
一
四
条
、

る。

つ
ぎ
に
、
障
害
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
そ
の
者
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
な
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
該
当
す
る
典
型
的
な
法
か
、
国
家
公
務
員
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
同
法
第
七
八
条
第
二
号
は
、
職
員
か
心
身
の
故
障

の
た
め
、
職
務
の
遂
行
に
支
障
か
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
堪
え
な
い
場
合
は
、
人
事
院
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
意
に
反
し
て
、
こ
れ

を
降
任
し
、
又
は
免
職
す
る
こ
と
か
で
き
る
‘
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
の
中
身
は
‘
要
す
る
に
、
障
害
者
を
障
害
の
ゆ
え
に
、
そ
の
意
に
反

し
て
免
職
し
う
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
を
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
―
一
条
の
規
定
と
あ
わ
せ
て
み
る
な
ら
ば
‘
そ

の
不
当
性
は
明
白
で
あ
る
。
け
だ
し
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
―
一
条
は
、
こ
う
し
た
障
害
の
あ
る
者
こ
そ
、
国
等
の
公
的
機
関
は
率

先
し
て
雇
用
す
べ
き
義
務
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
規
定
し
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
般
事
業
主
よ
り
も
高
い
雇
用
率
を
そ
れ
ら
に
課
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
国
家
公
務
員
第
七
八
条
第
二
号
は
、
こ
れ
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
内
容
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

香

川

法

学

第

一

巻

第

一

号

そ
の
問
題
点
を
簡
単
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ

、

こ

、

f
し
カ
ー

一
方

お
よ
び
最
低
賃
金
法
第
八
条
等
で
あ

い
ま
―
つ
の
問
題

こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、

八
八



障
古
者
雇
用
保
障
の
法
的
課
題
に
つ
い
て
山

で
、
自
ら
も
積
極
的
に
障
害
者
を
雇
用
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
た
め
の
種
々
の
雇
用
保
障
施
策
を
押
し
進
め
る
べ
き
法
的
義
務
を
負
っ

て
い
る
国
か
、
他
方
で
、
自
ら
の
機
関
内
で
慟
＜
障
害
者
に
対
し
て
か
か
る
差
別
的
取
扱
い
を
な
し
得
る
権
限
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
正
に
矛
盾
と
い
う
は
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
条
は
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
存
在
そ
の
も
の
を
も
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

(13) 

の
で
あ
る
、
と
の
批
判
か
な
さ
れ
る
の
も
け
だ
し
当
然
と
い
え
よ
う
。

以
卜
、
国
家
公
務
員
法
第
じ
八
条
第
1
一
号
に
お
け
る
問
題
点
を
み
て
き
た
か
、
こ
れ
と
同
様
の
問
題
を
有
す
る
法
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
国
会
職
員
法
第
一
一
条
第
二
号
、
自
衛
隊
法
第
四
二
条
第
二
号
、
地
方
公
務
員
法
第
二
八
条
第
一
項

第
二
号
、
日
本
国
有
鉄
道
法
第
二
九
条
第
二
号
、
日
本
電
信
電
話
公
社
法
第
三
一
条
第
二
号
、
地
方
公
営
企
業
法
第
三
九
条
第
一
項
、
雇
用

促
進
事
業
団
法
第
一
三
条
第
二
項
第
一
号
、
労
働
福
祉
事
業
団
法
第
一
三
条
第
二
項
第
一
号
、
年
金
福
祉
事
業
団
法
一
―
一
条
第
二
項
第
一
号

等
、
で
あ
る
。

八
九 （

未
完
）


